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音声認識の大敵「残響」を退治します
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Advanced speech enhancement and recognition
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会議室などで音声を録音すると
き、音声が壁などに反射した残
響も録音されてしまいます。ま
た雑音も録音されてしまいます。
このような残響・雑音を含んだ
音声は人や機械にとって聞き取
りにくいものになります。この
展示では、残響下音声強調と音
声認識の最新技術を紹介します。

長年研究してきた高性能な残響
抑圧・雑音除去・音声認識の技
術を統合した残響下音声認識技
術を構築しました。その結果、
残響下音声認識性能が大幅に向
上しました。また残響下音声認
識に関する国際学会コンペティ
ションで世界トップの成績を達
成しました。

「どこでも高品質な音声を録音
できる」、「コンピュータがそ
の音声を理解できる」などの技
術を作るには、残響・雑音環境
での音声強調・音声認識が必要
不可欠です。会議議事録の自動
作成やパソコン・ロボットとの
自然なインタラクションなどに
役立つと期待されます。
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音声方向情報と周波数情報を用いて、
雑音と音声を区別し、音声のみを抽出
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音声認識

(1)観測音声に含まれる残響成分
は過去の音声から推定できる

ディープラーニング
に基づく最先端
音声認識モデル

音声 文字

響いた音声から、くっきりとした
音声にする

観測音声に含まれる背景雑音を取
り除く

残響抑圧 雑音抑圧
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結果

音声認識率(%)

会議室などで録音した音声に対する高精度な音声
認識を実現

(2)推定した残響成分を引いて、
残響除去を行う
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音声 雑音

大量の残響下音声データを用いて
事前学習
＋ 残響･雑音抑圧処理した音声
データに対して適応

音声を文字に変換

音声認識

REVERBチャレンジ2014において

参加機関19チーム中1位の性能を達成
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残響下音声認識技術（提案統合技術）

人や機械に聞き取りやすくする
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